
心を揺さぶる激情のチャイコフスキー《悲愴》
人気沸騰、完売続出のピアニスト 石井琢磨が奏でる《哀愁のラフマニノフ》
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読売日本交響楽団

15：00 開演 （14：15 開場）
2025 小田原三の丸ホール  大ホール12月6日〈

土
〉

主催：市民ホール文化事業実行委員会・小田原市　共催：読売日本交響楽団　制作：小田原三の丸ホール

9月13日（土） 10：00～チケット発売開始
［全席指定］ SS席：8,000円　S席：6,500円　A席：6,000円　B席：5,000円
U18（18歳以下）：1,000円 ※S.A.B席のみ ※枚数制限あり　※未就学児入場不可
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読売日本交響楽団 
小田原三の丸ホール公演

《情熱のチャイコフスキー》＆《哀愁のラフマニノフ》

ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第2番
チャイコフスキー ：交響曲第6番 「悲愴」



日本を代表するオーケストラ
〝読売日本交響楽団″が小田原三の丸ホールに初登場！

チケット発売　9月13日（土）※  10：00～

▲三の丸ホール
WEBチケット
予約サイト

● 三の丸ホール窓口　　　　　（10：00～ 20：00）　休／第1・3月曜※祝日の場合翌平日
● ハルネ小田原街かど案内所（10：00～ 19：00）　休／ハルネ小田原の営業に準ずる
● 南足柄市文化会館　　　　　（9：00～ 17：00）　  休／月曜（祝日の場合は翌日）、祝祭日の翌日

窓　口

● 読響チケットセンター ☎0570-00-4390（10：00～18：00）※電　話

小田原城
天守閣1割引！
公演当日に限り

本公演チケット提示で
プチプレゼント有

会  場
お 問 合 せ

小田原三の丸ホール ☎0465-20-4152

https://ooo-hall.jp/WEBサイト

9：00～ 20：00　休／第1・3月曜日※祝日の場合翌平日

JR東海道新幹線、東海道本線、小田急小田原線、伊豆箱根鉄道大雄山線、箱根登山鉄道　小田原駅から徒歩13分
※駐車場はございません。周辺駐車場をご利用いただくか、公共交通機関でおこしください。

神奈川県小田原市本町1-7-50

● 三の丸ホールWEBチケット予約サイト（右記二次元コードより➡）
● 読響チケットWEB https://yomikyo.pia.jp/※

WEBサイト
（24時間受付）

※発売初日は10：00～予約開始

※読響チケットWEB及び読響チケットセンターは９月20日（土）10：00～発売

　実力派指揮者の海老原光がチャイコフスキーの傑作のひとつ、交響曲第6番「悲愴」で読響から豊潤なサウン
ドを引き出します。チャイコフスキーが最後に完成させたこの交響曲は、初演の9日後に訪れる自らの死を予想
していたかのように、悲しみと感傷が渦巻き、はかなく美しいメロディが胸を打つ名曲です。“死” を意識する
ほど際立つのは、“生” の尊さとまぶしさ。オーケストラが描く、生と死のドラマティックかつ壮大な世界をご
堪能ください。
　前半には日本人として初めてエネスク国際コンクールで第2位となり、ベルリンのフィルハーモニーにてベル
リン響と共演し絶賛されたピアニスト・石井琢磨が登場。ラフマニノフの哀愁ただよう名旋律をたっぷりと歌
わせ、超絶技巧を披露します。“TAKU-音 TV たくおん” 名義のYouTubeチャンネルで総再生回数は1億回を超え、
登録者数も32万人を超える新時代を担う注目のピアニストによる演奏にご期待ください。

海老原光 Ebihara Hikaru（指揮）
豊かな音楽性と躍動感溢れる煌めく指揮に、今後益々
の活躍が期待される実力派指揮者。鹿児島生まれ。
鹿児島ラ・サール中学校・高等学校、東京芸術大学
を卒業、同大学院修了。その後、ハンガリー国立歌
劇場にて研鑽を積む。2007年ロブロ・フォン・マタチッ
チ国際指揮者コンクールで第3位、09年ニコライ・マ
ルコ国際指揮者コンクールで第6位入賞。10年アント

ニオ・ペドロッティ国際指揮者コンクールでは審査員特別賞を受賞。指揮
を小林研一郎、高階正光、コヴァーチ・ヤーノシュの各氏に師事。これま
でに国内主要オーケストラを指揮し、クロアチア放送響やゲデレー響（ハ
ンガリー）など海外オーケストラの客演でも高い評価を得ている。
オフィシャル・ホームページ：http://www.hikaru-ebihara.jp

読売日本交響楽団 Yomiuri Nippon Symphony Orchestra（管弦楽）
1962年、クラシック音楽の振興と普及のために読売新聞社、日本テレビ放送網、読売テレビ
のグループ3社を母体に設立。創立以来、世界的指揮者、ソリストと共演を重ねている。
2019年4月からS.ヴァイグレが第10代常任指揮者を務め、サントリーホールや事業提携を結
ぶ東京芸術劇場などで充実した内容の演奏会を多数開催。17年にはサントリー音楽賞などを
受賞。22年12月には文化庁芸術祭大賞、25年7月には三菱UFJ信託音楽賞を受賞。演奏会の
模様は日本テレビ「読響 粗品と絶品クラシック」などで放送されている。

石井琢磨　Ishii Takuma（ピアノ）
幅広い活動で人気を博す新鋭ピアニスト。1989年、
徳島県鳴門市生まれ。 東京芸術大学を経てウィーン
国立音楽大学ピアノ科に入学、同大学ピアノ科修士
課程を満場一致の最優秀で卒業。古き良きクラシッ
ク音楽に主軸を置きながら、「クラシックをより身近
に」をコンセプトにした動画配信も行っている。
2016年ジョルジュ・エネスク国際コンクール第2位

受賞（日本人ピアニスト初入賞）。エネスク・フィル、都響、名古屋フィル、
広響などと共演。25年6月にはベルリンの殿堂フィルハーモニーにてシェ
レンベルガー指揮のベルリン響と共演し、絶賛された。 “TAKU-音 TV た
くおん” 名義のYouTubeチャンネルの登録者数は32万人以上。23年の
サントリーホール公演は発売3分で完売した。

Ⓒ 読売日本交響楽団

プロフィール
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